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相
績
税
の
趨
脱

リ
カ
ア
ド
の
労
賃
論
・
・

利
潤
成
立
の
機
構

定
期
舶
時
開
運
塗
原
費
ご
運
賃
松
一
・

説

亮

琉
球
の
陪
藩
後
じ
於
け
る
治
制

フ
ィ
ジ
オ
ク
一

7
1卜
の
慣
値
論

委
任
経
理
に
就
い
で

雑

録

フ
ォ
ー
ド
制
ご
テ
イ
ラ
ー
制

器
業
税
ご
帥
山
内
業
牧
待
税

-
怯
串
博
士

制
済
問
団
下
士

士

事

博

士

制
岬
川
下
博
士

-
法
萌
博
士

組
府
間
削
川
下
士

開

地

問

山

明

士

純
摘
出
巾
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秘
的
削
中
州
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禁

開
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神
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雄
経

夫
保
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雑

録

アオ
I
V
制
と
テ
イ
ラ
ー
制

議

隷

フ
ォ
ー
ド
制
ご
テ
イ
ラ
ー
制

星

野

周

自R

緒

論

勢
働
の
科
接
的
研
究
E
試
み
、
所
開
円

E
ロ出向

E
Z兆四
E
E同

を
始
め
て
唱
へ
た
の
は
、
英
閣
の
敢
撃
者
出
島
σ
仰
向
。
で
あ
る
と

が

a‘ 

一
五
は
れ
て
腐
り
、
そ
し
て
共
は
前
世
紀
の
中
頃
の
己
主
で
あ

る
。
し
か
し
官
時
は
時
勢
が
未
だ
之
を
要
求
す
る
に
至
ら
や
、

彼
の
訟
も
殆
ん
ど
閥
ら
れ
や
し
て
看
過
せ
ら
れ
た
。

今
日
『
科
接
的
経
営
法
の
父
』
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
の
は
、

米
図
の
機
械
技
師

p
a
g
n
r
ヨgzd弓
U
1
0円
で
あ
り
、
科

接
的
経
静
法
の
パ
イ
プ
ル
・
と
も
云
ふ
べ
き
、
彼
の

=mr。司

冨
吉
仰
向
。
自
OE--
が
公
け
に
さ
れ
た
白
は
一
九

O
三
年
。
と
と
で

る
。
共
後
悼
の
一
科
事
的
経
替
法
即
ち

U
1
2
2
5
s
は

P
号、

2
5吊
岳
・
同
車
問

g
p
に
上
っ
て
織
承
裂
展
せ
ら
れ
、
次
い
で

第
一
戸
十
六
巻

第
三
掛

-
三
四

五

六

国
OEO-
即
回
目
井
戸
等
が
出
て
之
が
批
判
的
研
究
を
試
み
、
共

限
界

E
明
ら
か
に
し
た
。
最
近
己
の
科
接
的
経
晶
画
の
精
一
紳
は
、

『
産
業
経
営
の
合
理
化
』
の
名
白
下
に
現
は
れ
、
米
閣
の
・
』
12-

宮

og口
。
日
一
宮
弓
の
紐
替
法
即
ち

F
E
ω
3
Z
E
が
そ
の
最
も

進
ん
だ
形
態
止
見
ら
れ
て
居
る
。
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
フ
オ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
は
、
等
し
く
科
皐
的
経
替
の
精
耐
を
共
有
す

る
産
業
合
現
化
法
で
あ
る
が
、
共
形
態
を
異
に
し
共
聞
に
注
目

す
べ
き
準
化
の
跡
E
認
め
る
と
と
が
山
川
来
る
。
以
下
此
賠
を
明

ら
か
に
し
、
繭
者
白
経
済
↓
粧
品
開
花
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
し
た
い

L
乙
思
ム
。

技
術
的
槻
察

A 

テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
.
労
働

の
科
接
的
研
究
に
よ
っ
て
勢
働
白
浪
費
主
防
ぎ

.
H
っ
共
能

率
を
高
め
ん
止
す
る
も
白
で
あ
り
、
共
は
次
の
や
ろ
な
方
法
で

行
は
れ
る
。

一
、
先
づ
多
数
白
労
働
主
、
用
調

E目。

ωZι
く
・
目
0
2
0
ロ

E
身
・
ロ
ロ
官
ぬ

m
E品
目
、
に
よ
り
、
科
事
的
に
分
析
比
較
し
て
、

共
中
よ
り
最
も
経
済
的
な
る
動
作
と
時
川
止
を
選
定
し
、
之
に

Mar5hall. Industry and Trade 1923 p. 376 J) 
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基
い
て

zur
即
ち
一
日
の
標
端
的
問
来
高
を
決
定
す
る
。
製

す
る
に

F
r
b
zず
の
勢
働
の
中
か
ら
酔
J

L
事
の
勢
働
を
建
設

す
る
の
で
あ
っ
て
、
か
く
し
て
第
働
の
己
目
及
冨

2
5
z

が
標
準
化
せ
ら
れ
る
。
戎
に

二
、
と
の
掠
準
化
さ
れ
た
る
勢
働
を
行
ム
に
油
ず
る
努
働
者

主
活
設
し
、

訓叫
m
J
G。
そ
し
て

一
二
、
経
費
者
及
勢
働
者
は
、
持
働
が
、
褒
見
さ
れ
た
科
事
的

法
則
通
り
に
映
り
た
く
行
は
れ
る
や
う
相
協
力
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
白
一
手
段
と
し
て
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
特
有
白

蛇
督
制
度
が
行
は
れ
る
。
帥
ち
従
来
の
工
場
で
は
、
工
場
長
の

下
に
故
名
の
組
長
が
あ
っ
て
労
働
者
配
分
括
統
率
し
、
各
組
長

は
自
己
の
部
下
に
就
て
全
般
的
に
持
制
既
怪
の
任
に
蛍
る
に
到

し
、
テ
イ
ラ
ー
シ
λ

テ
ム
の
下
で
は
組
長
に
八
つ
の
種
類
が
あ

り
、
各
組
長
は
夫
々
自
己
特
有
の
技
離
に
従
っ
て
、
勢
働
者
の

刈

w，
 

l

4

 

v
h
 

神日
H川υ山h
 

作
業
の
一
部
に
つ
吉
|
|
例
へ
ば
甲
組
長
岡
田
ω
1
2
2
は
生
産

品
白
品
質
、
乙
組
長
官
回
開
吉
田
仕
作
業
方
法
、
丙
組
長
問
回
目
邑

σ
。
却
は
機
械
白
趨
韓
速
度
に
就
て
、
主
一
再
ム
風

K
l
1
4
N業
的

専
門
的
に
補
導
す
る
の
で
あ
っ

τ、
之
主
従
来
白

健

5 

雑

フ
ォ
ー
ド
制
と
ア
イ
ヲ
l
制

雪印
E
E
F
G
に
封
し
て
叫

R
E
E
F
3
2
5
v唱
と
云
ム
。

斯
織
に
し
て

四
、
従
来
慣
習
或
は
目
分
量
に
よ
り
任
意
車
猫
に
行
は
れ
た

捗
働
は
、
そ
の

rgふ
zr止
に
二
分
さ
れ
、
共
前
者
を
経
皆

者
自
由
自
官
自
主
|
|
精
し
く
云
へ
ば
計
遊
保
町

E
Eロ
1
0
3干

O

O

 

E
z
-
-に
於
て
分
権
し
、
持
働
者
は
孤
立
的
で
な
く
計
謹
係

0

0

2

 

・
と
協
働
的
に
労
働
す
る
己
主
込
左
る
。

以
上
が
『
科
態
的
経
替
法
の
問
要
素
』
と
糾
せ
ら
る
L
も
の
で

あ
っ
て
、
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
本
側
で
あ
る
。
削
ち
体
統
的

経
償
法
は
之
に
よ
っ
て
否
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
弓
テ
イ

ラ
ー
は
勢
働
者
に
賞
金
主
興
へ
て
白
後
的
に
能
率
増
挫
を
計

ら
せ
る

E

E品
目

T
R
E
Z
Z
D
E
E向
。
目
。
己
も
彼
の

E
S
E
n
E
E明
日
目
け
に
は
及
は
な
い
と
と
を
力
説
し
て
肘

る。
要
す
る
に
、
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
於
て
技
術
的
に
最
も
重

)
 

要
た
の
は
一
の
『
勢
働
の
科
皐
的
研
究
』
で
あ
る
が
、
共
根
本
的

(
 〕

〕

特
徴
は
事
ろ
一
に
基
い
て
生
守
る
四
の
『
分
業
』
印
ち
「
持
働
白

(

(

 

hw，
的
分
子
が
全
部
工
場
か
ら
吸
取
ら
れ
て

国

UE
ロ
ヨ
ロ
同
骨
恒
抑
干

俸
ニ
十
六
血
管

五
}
七

第
三
部

主主
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自
白

に
築

t .録
'-" 
と

の

'" F 
n 
n 

a 
". 

i 
g 
D" 
自
己
白

産

雑

7
オ

I
V
欄
と
ア
イ
a
y

，
制

し
た
案
に
従
っ
て
勢
働
者
を
動
か
し
、
共
一
一
畢
手
一
投
足
ま
で

立
入
っ
て
指
闘
す
る
鮪
に
存
ず
る
。
即
ち
斯
様
に
し
て
テ
イ
ラ

ー
シ
ス
ア
ム
で
は
官
宮
口
E
口
四
品
何
百
号
母
国
内
が
努
働
者
の
作
業
白

国
富
岡
及
宮
口
己
C
Z
の
統
制
械
を
有
す
る
D
で
あ
り
、
之
を

勢
働
者
白
側
よ
り
見
れ
ば
、
勢
働
は
標
準
化
機
械
化
さ
れ
、
モ

の
任
意
性
佃
人
性
は
消
滅
す
る
。
町
し
て
‘
か
く
の
如
く
勢
働

を

3
5
0『
ロ
す
る
己
主
に
よ
り
粧
品
百
E
〈
胃
唱
臨
時

g
し
た
貼
K
、

れ近
る世
。U産

業
史
上
IL 
於
け
る
テ
イ
ラ

使〉

貢
献
由ミ

存
す
る
と
A 

は

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
主

B 
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
先
づ
フ
ォ
ー
ド
工
場
の
概
酬
を
紹
介
す

る
o

露
岡
の
革
命
家
プ
ハ

1
リ

y
は
同
工
場
の
印
象
を
弐
の
如

く
に
記
し
て
居
る
。

「
今
費
本
家
的
企
業
由
一
典
型
し
と
し
て
デ
ト
ロ
イ
ト
に
於
け

る
フ
ォ
ー
ド
白
働
車
工
場
主
見
る
と
き
、
共
近
代
的
た
特
徴
が

先
づ
我
々
の
眼
を
陛
ら
せ
る
。
整
然
た
る
分
業
、
数
知
れ
ぬ
機

働
者
の
統
制
白
下
に
自
働
的
民
運
縛
さ
れ
て
居

械
、
そ
れ
が

修
二
十
六
巻

豆

λ 

第

現

大

担
、
作
業
主
作
業
と
の
聞
に
は
一
分
の
隙
も
な
い
程
の
漣
絡
が

と
れ
て
居
る
、
主
一
古
っ
た
有
様
で
、
生
再
開
行
程
に
在
る
判
4
H
同四

は
徐
々
に
移
動
し
て
行
く
ベ
ル
ト
或
は
プ
ラ
ッ
ト
ア
オ

I
ム

ι

よ
っ
て
漣
ば
れ
、
夫
々
の
機
械
を
受
持
つ
各
種
の
持
働
者
は
、

と
う
し
て
半
製
品
が
動
い
て
行
く
聞
に
各
自
の
剖
首
て
ら
れ
た

作
業
を
行
ふ
:
;
i」

今
以
上
の
紋
述
に
基
い
て
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
場

ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

-
、
機
械
化

生
産
行
程
が
勢
働
者
か
ら
離
れ

τ機
械
に
穆

っ
て
行
く
傾
向
は
、
時
業
革
命
以
来
、
近
代
的
生
産
の
特
徴
で

あ
る
が
と
の
特
徴
が
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
は
最
高
鞘
忙
建

し

τ居
る
。

手
γ

ム
的
勢
仰
の
徹
底
的
排
除
は
フ
ォ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
白
目
指
す
最
後
の
同
額
で
あ
る
o

だ
か
ち
フ
・
1

生
産
白
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
豆
り
停
統
的

a 

生
産
の
機
械
化

l
v工
場
に
於
て
は
、

制
限
を
破
つ

τ

一
日
も
怠
る
と
・
と
・
泣
く
機
械
の
膝
加
が
進
め

ち
れ
て
行
く
。
斯
様
に
フ
ォ
ー
ド
工
場
に
於
て
は
、
掛
川
制
者
が

生
産
す
る
の
で
は
な
〈
機
械
が
生
産
す
る
の
で
あ
り
、
機
械
は

Taylor， Shop Management. 1919.， p・98
Sombarc. HochlmpitalismU5， Zwciter Halbbほnd1927.. S. 9<珂
Bu'kharin， HistorIcal九-1aterialism1925・p.14J 
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「
勢
働
者
の
統
制
の
下
に
自
働
的
に
蓮
縛
さ
れ
る
」
白
で
あ
る
か

ら
、
努
働
者
の
手
が
直
接
生
産
材
料
に
燭
れ
る
と
止
は
殆
ん
ど

な
い
。
拶
働
者
は
単
に
機
械
の
監
督
で
あ
り
助
手
で
あ
れ
ば
足

り
、
従
っ
て
共
捗
働
の
多
く
は
数
時
間
乃
至
数
日
間
で
期
間
得
出

• 

来
る
と
一
耳
は
れ
る
。
即
ち
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
於
て
は
、
テ

イ
ラ
ー
の
所
間
宮
D
H
H
D
Z
は
機
械
に
於
て
よ
り
完
全
に
擦
塔

化
さ
れ
る
、
と
同
時
に
努
働
者
の
勢
働
は
彼
の

MEm-5品
目
指

動
範
囲
・
と
し
て
残
さ
れ
、
と

D
E
E
Z
4
0
E生
か
せ
る
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
奨
蹴
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
。
テ
イ
ラ
ー
に
於
て
抑
魅
せ

ら
れ
た
勢
働
者
の
庄
内
町
ユ
品
が
フ
ォ
ー
ド
で
は
復
活
せ
し
め
ら

れ
る
。

制

運
輸
白
機
械
化

宮
O
叶

H
O
Z
が
機
械
に
於
て
槙
消
化
さ
れ
る
白
み
訟
ら
や
、
更

に
生
産
白
目
出
何
も
亦
機
械
に
於
て
槙
準
化
せ
ら
れ
る
。
と
の

機
械
は

no
ヨ
3
2
占
呼
ば
れ
、
先
に
述
べ
た
「
生
産
行
程
に
在

る
部
分
品
主
運
ん
で
徐
k
k
移
動
し
て
行
く
ベ
ル
ト
或
は
プ
ラ

ッ
ト
フ
才
l
ム
」
が
共
で
あ
り
「
勢
働
者
政
牛
製
品
が
と
う
し

て
動
い
て
行
く
聞
に
各
自
の
樹
首
て
ら
れ
た
作
業
を
行
ム
」
の

b 

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
占
で
は
生
涯
の

雑

品説

フ
ォ
ー
ド
制
と
テ
イ
ラ
ー
制

で
あ
っ
て

と
の
コ
ン
ペ
イ
ヤ
ー
が
大
動
脈
D
如
く
に
プ
オ
1

ド
工
場
を
貫
通
し
て
居
る
。
コ
ン
ペ
イ
ヤ

1
は
生
産
の
行
は
れ

る
場
別
で
あ
り
.
叉
生
産
品
の
運
搬
都
で
あ
る
。
先
づ
之
に
よ

っ
て
「
人
が
仕
事
K
」
で
は
た
く
「
仕
事
が
人
に
」
持
ち
来
ら
れ
る

と
止
が
可
能
と
た
り
、
努
働
者
は
歩
行
周
u

仰
の
勢
を
菟
れ
る
叶

L
4
同
時
に
コ
ン
ベ
イ
ヤ
1
の
移
動
速
度
は
作
業
時
川
及
作
産
辿

度
を
統
制
す
る
が
故
に
、
彼
等
は
「
製
品
が
動
い
て
行
く
問
に
」

共
作
業
主
行
は
ね
ば
左
ら
ぬ
・
即
ち
彼
等
の
労
働
は
コ

y
ベ
イ

ャ
ー
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
る
占
同
時
に
規
律
さ
れ
る
。
市
し
て

之
に
よ
っ
て
所
澗

Etmd巳
E--
。
経
営
が
可
能
主
左
り
、
勢

働
の
節
約
と
生
産
時
間
白
短
縮
と
が
得
ら
れ
る
の
は
云
ム
ま
で

も
な
い
の

コ
ン
ベ
イ
ヤ
ー
は
一
丸
一
三
年
始
め
て
フ
ォ
ー
ド
ヱ

場
に
採
用
さ
れ
、

近
世
産
業
史
上
に
一
時
代
を
劃
し
た
も
の
で

あ
っ
て

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
己
の
コ
ン
ペ
イ
ャ
ー
を
巾
心

と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
ま
で
云
は
れ
て
居
る
。
フ
ォ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
に
於
け
る
機
械
化
は
、
か
く
の
如
〈
『
漣
輪
』
を
新
た
た
る

生
産
手
段

ι九
て
工
場
内
に
持
込
む
と
と
に
よ
り
・
共
松
高
先

成
に
建
す
る
。

第
二
十
六
魯

E
一
丸

第
三
都

t 

Ford. Today and Tomorrow 1926. pp. 51-4. r83 
Ford. My Lire and Work 1922. p. 80 
Honermeier， Die Ford Motor Company S. 14-6 
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雑

融

ア
オ

l
v制
と
テ
イ
ラ
ー
制

二
、
分
業
化
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
第
二
の
特
徴
と
し
て

暴
ぐ
.
へ
き
は
労
働
行
程
の
極
端
た
る
分
業
化
で
あ
る
。
印
ち

「
仕
事
の
細
八
7

」
は
上
に
述
べ
た
「
介
事
の
無
停
止
」
と
相
並
ん
で

フ
オ

l
F
式
生
産
の
要
訣
で
あ
り
、
此
等
は
何
れ
も
機
械
殊
に

コ
ン
ベ
イ
ヤ

1
の
普
及
に
伴
っ
て
益
々
完
全
に
行
は
れ
る
。
フ

オ
I
F
工
場
に
於
て
一
人
の
乎
で
な
さ
札
て
居
た
一

?
iグ
l
D

組
立
が
、

コ
ン
ベ
イ
ヤ
I
の
採
用
に
よ
っ
て
八
十
四
の
分
業
に

同
時
に
生
産
能
力
は
三
倍
し
た
主
一
再
ふ
が
如
吉
.
共
顕

著
た
る
一
例
で
あ
る
。
今
日
分
業
は
フ
元

1
V
工
場
の
そ
れ
に

於
て
共
頂
賄
に
建
し
、
フ
ォ
ー
ド
が
彼
の
著
書
に
記
す
所
に
よ

れ
ば
共
種
類
七
八
八
二
、
而
し
て
内
聞
健
在
る
健
力
主
要
す
る

分
れ
、

も
白
九
四
八
、
普
通
人
に
て
見
る
も
の
=
一
三
三
八
、
普
通
人
の

髄
力
を
ず
ら
妥
せ
ざ
る
も
の
三
五
九
五
で
あ
り
、
分
業
及
機
械

の
普
及
す
る
所
常
に
努
働
の
簡
易
化
の
件
ふ
と
と
を
物
語
っ
て

居
る
。

、
標
準
化

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
第
三
の
特
徴
主
し

て
、
生
産
手
段
及
生
産
品
の
椋
準
化
、
材
料
の
節
約
、
段
物
利

用
等
を
場
げ
る
と
と
が
出
来
る
。
此
等
は
伽
の
簡
約
で
あ
る

?宰準い
に flニ。
至さフー瞳
るれオ聞と

また l 又ー
でるド勢。穴
悉部工働o 巻
く分場の
何品 tc Ii官
等か於約
由通らて
の成は生
用り、産
主主 、高費

に叉級の
利生 t:J. 切
Hl .ilI'iるり
せ材機下
ら事午争直 k 
n，はも外
る・す私
。門 Jg- ....-{κ斗

の てら

建 擦 な

E 

O 

第

観

ノ、

が
即
ち
フ
オ

l
F
シ
耳
テ
ム
の
特
徴
は
、
生
産
の
高
度
な
る
機

械
化
.
分
業
化
、
及
標
準
化
に
存
ず
る
。

* 

持

* 

本

* 

以
上
述
ぶ
る
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、

テ
イ
ラ
ー
制

及
フ
ォ
ー
ド
制
は
何
れ
も
生
産
方
法
の
標
準
化
合
理
化
に
よ
っ

て
、
生
産
力

E
増
し
生
産
費
を
低
め
ん
止
す
る
も
の
で
あ
り
、

所
罰
叶
円
吉
町

n
Z
〈
m
H
P
5司
は
附
者
の
共
荷
物
で
あ
る
。
異

な
る
所
は
之

ι到
迷
す
る
経
路
で
あ
り
、
此
結
に
於
け
る
両
者

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
極
め
て
著
る
し
い
。

先
づ
同
者
は
合
瑚
化
白
直
接
釘
象
世
間
需
に

L
て
居
る
。
即
ち

テ
イ
ラ
ー
に
於
て
は
、
科
接
的
研
史
郎
ち
合
理
化
の
直
接
的
象

は
主
と
し
て
持
働
者
の
労
働
で
あ
る
。
之
に
反
し
フ
ォ
ー
ド
で

は
、
機
械
共
他
の
生
産
設
備
及
巾
産
材
料
が
合
別
化
の
直
接
の

封
象
と
な
り
w

か
o
A

る
合
期
化
の
結
果
生
や
る
生
産
の
テ
ン
ポ

Ford. ihid.， p. 90 

Ford， ibid.， p. 108 

F'ord. Today and Tomorrow pp. 85-96 
Gottl-Ottlilicnfcld， Fordismus 3 Aufl.. S. 4 
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にに
た よ
るり
。附〉持

要働
フす普
オ る の
l に事事
F テ働
シ ィ も
ス Aフロ

テ I 理
ム シ日ヲ

はス占
物。テな
のムら
能はぎ
率一る
増/¥-:a: 
t邑 U 得

官g1f 
法率い
で増ゃ

あ主邑う

法
で
あ
り
.

る。
従
っ
て
雨
者
は
叉
合
理
化
の
形
式
に
於
て
も
同
一
で
な
い
。

帥
ち
生
産
の
改
善
或
は
合
現
化
と
一
E
ム
己
主
は
、
す
べ
て
何
等

か
の
形
に
於
け
る
分
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
も
白
で
あ
る
が
、

此
賠
よ
り
見
る
と
き
.

テ
イ
ラ
ー
で
は
労
働
者
の
帥
労
働

E

唱
吉
田
町
ロ
明
骨
日
記
江
自
由
同
や

P
ロ♀
E
E
H
言
。
日
自
に
も
分
推
さ

せ
や
う
'
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
「
人
占
人
と
の
分
業
」
で
あ
り
、

叉
共
等
白
人
々
は
上
官
占
部
F
と
の
閥
係
に
在
る
か
ら
「
垂
直

的
分
業
」
と
云
ム
と
と
も
川
来
る
。
所
が
フ
ォ
ー
ド
に
於
て

は
、
共
特
徴
は
「
人
と
機
械
と
の
分
業
」
で
あ
り
、

叉
持
働
者
同

の
分
業
で
あ
る
か
ら
共
は
「
水
平
的
介
業
」
で
あ
る
と
一
同
へ
や

ぅ
。
従
っ
て
テ
イ
ラ
ー
制
の
下
に
於
け
る
労
働
者
は
「
計
藍
保

の
命
令
白
締
で
結
び
付
け
ら
れ
て
居
る
採
り
人
形
〕
で
あ
る
に

反
し
、

フ
才

I
F制
に
よ
る
努
働
者
は
機
械
に
よ
っ
て
迫
立
て

ら
れ
る
が
、
工
場
に
於
け
る
人
主
人
し
と
の
阿
の
支
配
服
従
の
倒

雑

総

フ
ォ
ー
ド
制
と
テ
イ
ラ
ー
制

r♂ 

係
は
碕
ん

E
見
ら
れ
や
'
、
共
窓
味
に
於
て
前
者
が
ピ
ユ

1
ロ
1

グ
ラ
テ
ィ
ク
で
あ
る
に
釘
し
、
後
者
は
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ク
で
あ

る
と
云
は
れ
る
。

要
す
る
に
技
術
的
に
見
て
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
テ
イ
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
一
居
進
ん
だ
も
白
・
と
云
ム
己
主
が
山
来
る
。
先
に

も
述
べ
た
如
く
テ
イ
ラ
ー
の
功
績
は
、
生
産
の
槻
準
化
が
生
産

力
主
増
大
す
ち
と
と
に
着
眼
し
た
己
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼

は
此
標
準
化
を
持
働
者
に
趨
用
し
、
努
働
者
を
機
械
主
人
川
主

の
中
間
物
と
な
ら
し
め
た
。
モ
れ
を
克
に
一
歩
進
め
て
機
械
と

人
聞
と
を
完
全
に
分
離
し
、
之
に
よ
っ
て
一
方
生
産
の
槻
硝
化

機
械
化
を
よ
り
完
全
に
す
る
主
共
に
、
労
働
者
を
機
械
化
か
ら

解
放
し
た
の
が
フ
オ

l

F
で
あ
る
。
即
ち
ご
国
自
吉
正
月

Z
広
島

E 
U 

Fず

テ 2

イづ
ヲ~

Q 
で J

t土雪
事動 ー
や E
"五日

れ 唱
る E
L-Ib)廿

寸!'
此「
庖ブ
に オ
繭 1
者 r
rD -C・
相は

働
き
、

遠
白
源
泉
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

園
民
経
済
的
制
察

企
業
に
夜
ぽ
す
影
響

A 

以
上
に
よ
っ
て
明
ち
か
な

る
如
く
、

テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
及
フ
オ

t
ド
シ
ス
テ
ム
は
近
世

第
二
十
六
巻

五

事
=
一
規

ブL

Honermeier， a. a. O. S. 123i Sambart， a. a. O. S. 915 
GoHI-Ott" a. a. O. S. rI 

Gottl-On.， a九. O. S. '5 
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雑

録

7

オ

l
v欄
と
テ
イ
ヲ
'
制

安
本
家
的
生
産
が
生
ん
だ
有
力
去
る
進
歩
的
方
策
で
あ
り

等
が
完
全
に
行
は
れ
る
と
宮
は
、
生
産
力
の
増
大
、
生
産
費
の

低
下
と
な
り
、
企
業
主
有
利
な
ら
し
む
る
己
と
は
云
ム
ま
で
も

-
疋
ぃ
。
殊
に
機
械
に
よ
る
生
産
は
共
迅
速
に
し
て
正
確
・
な
る
尉

に
於
て
千
工
的
生
産
に
勝
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
白
利
盆

は
、
機
械
を
合
理
化
の
直
接
制
裁
止
す
る
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

に
於
て
特
に
著
る
し
い
と
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

B 

持
働
に
夜
ぼ
す
影
響

却
化
の
針
象
で
あ
る
か
ら
、
労
働
が
標
準
化
さ
れ
る
と
と
に
よ

必
身
に
及
ぼ
す
影
響

テ
イ
ラ
ー
制
に
於
て
は
λ
が
合

っ
て
、
勢
働
者
は
一
生
時
機
関
と
し
て
取
扱
は
れ
・
共
人
間
性

を
奪
は
れ
、
濁
創
力
を
喪
失
す
る
傾
向
を
菟
れ
な
い
。
結
局
テ

イ
ラ

1
制
。
下
で
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
著
書
に
現
は
れ
て
来
る
餓

• 

材
運
搬
夫
シ
晶
、
、
、
V
ト
の
様
な
「
牛
の
如
き
鈍
き
人
物
心
の
み
が

. 

フ
オ

I
F
は
機
械
に
や

ιせ
る
。
査
し
如
何
に
「
牛
白
如
〈
」
で

需
要
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
、
占
云
ふ
の
が
従
来
此
制
度
に

注
が
れ
た
一
致
せ
る
非
難
で
あ
る
。

そ
と
で

テ
イ
ラ
ー
が
シ
品
ミ
ッ
ト
虻
や
ら
せ
る
仕
事
在
、

体
ご
十
六
巻

亙

第
=
一
部

一
回

O

i比

あ
っ
て
も
人
削
で
あ
る
以
上
、

極
端
危
機
械
的
労
働
と
な
れ
ば

機
械
に
及
ぼ
詮
い
か
ら

あ
る
。
し
か
し
機
械
努
働
に
も
同
じ

様
志
鉢
山
一
白
は
伴
は
な
い
官
あ
ら
う
か
。
フ
ォ
ー
ド
は
此
問
ひ
に

到
し
て
次
の
如
く
に
答
へ
る
。

先
づ
機
械
や
八
万
識
に
よ
っ
℃
努
働
が
単
調
に
た
る
主
云
ム
非

掛
酬
に
封
し
‘

彼
は
、

人
聞
に
は
阜
制
た
生
滑
に
渦
足
す
る
も
の

と
せ
ざ
ゐ
も
の
と
が
あ
り
前
者
が
遥
か
に
後
者
よ
b
も
多
い

と
と
、
そ
し
て
前
者
に
と
っ
て
は
皐
制
左
る
捗
働
も
傍
御
者
が

想
像
す
る
如
吉
不
愉
快
な
も
の
で
た
く
単
純
訟
事
物
も
之
に

心
を
ひ
そ
む
る
と
き
は
複
雑
な
る
街
化
が
見
山
さ
れ
、
現
に
フ

ォ
ー
ド
エ
場
に
於
け
る
設
明
設
見

ω大
部
分
が
か
ミ
る
捗
働
に

従
事
す
る
者

ιよ
り
な
さ
れ
て
居
る
と
と
帝
詮
き
、
倫
単
調
主

る
労
働
が
生
十
る
リ
ズ
ム
は
勢
働
者
の
健
康
を
促
進
す
る
も
の

で
b
っ

τ、
純
度
の
ー
病
人
は
事
ろ
単
調
労
働
に
従
事
す
る
と
と

に
よ
っ
て
其
全
快
を
平
め
る
と
ま
で
一
買
っ
て
居
る
d

又
か
-s
る
単
調
た
分
業
の
結
果
人
間
は
肉
柑
的
精
榊
的
に
不

具
化
す
る
、
・
と
一
耳
ム
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
以
来
の
憂
慮
ー
に
劃
し
て

も
、
フ
オ

l
F
は
一
産
業
の
遊
歩
が
多
数
の
簡
易
左
る
分
設
を

Q
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生
じ
、
不
完
全
た
る
身
植
の
持
主
に
も
傍
働
の
機
合
を
奥
へ
る

に
至
っ
た
と
と
を
述
べ
て
(
彼
の
工
場
は
約
一
寓
人
の
不
具
者

を
鳳
傭
す
る
と
一
耳
ふ
〉
今
日
で
は
分
業
に
よ
っ
て
、
労
働
者
が

不
具
化
さ
れ
る
の
で
は
た
く
、
不
具
者
が
勢
働
化
弓
れ
る
、
ル
」

禁
制
し
て
居
る
。

向
次
に
考
成
す
べ
き
は
過
勢
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
経
験

生
産
方
法
の
改
善
は
概
ね
勢
働
白
集
約
化
を
伴

に
よ
れ
ば
、

弘
、
之
が
や
ha
も
す
れ
ば
勢
働
者
を
過
労
に
陥
ら
め
た
。
モ

と
で
先
づ
テ
イ
ラ
ー
制
に
就
て
見
る
に
、
テ
イ
ラ
ー
も
云
へ
る

が
如
〈
、
過
労
に
陥
れ
る
と
と
な
し
に
能
率
増
進
主
計
る
の
が

'
 

科
由
申
的
粧
品
百
白
眼
目
で
あ
り
、
テ
イ
ラ
ー
制
は
同
一
量
の
帥
労
働

の
支
出
に
封
ず
る
生
産
高
を
増
す
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
量
の

支
山
を
増
し
て
生
産
高
を
増
加
せ
ん
と
す
る
も
白
で
な
い
の
で

あ
る
が
、
唯
寅
際
問
題
白
と
し
て
は

E
ω
r
即
ち
標
準
的
生
産
高

を
公
平
托
定
め
る
己
主
が
困
難
で
、
と
も
す
れ
ば
労
働
者
の
過

品
百
を
招
吉
勝
で
あ
る
。

尖
に
フ
ォ
ー
ド
制
に
就
て
比
獣
主
見
る
に
、
過
持
に
就
て
は

之
が
防
止
に
行
届
い
た
考
慮
が
挽
は
れ
て
居
る
の
み
な
ら
宇
、

議

隠
掛声

雑

総

ア
オ

i
v制
と
ア
イ
ラ
?
制

1「;:

治
ん
で
労
働
白
書
口
痛
を
緩
和
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
た

さ
れ
る

Q

「
寄
人
は
政
策
上

Z
2
0持
に
反
針
す
る
。
そ
れ

は
人
聞
に
負
は
す
べ
き
で
な
く
、
機
械
に
負
は
す
べ
事
も
白

だ
。
官
己
話
。
暑
と
当
O
F
r同
ι
・
と
は
別
物
で
、
d
b

唱。同庁

E叶品

自甘 は
でイ'l
あか
る E
」剛生

と産
云唱す

.s.る
q~ 古ミ

雪 g
オ 7

~ 
F t;' 

の に
主主歪
見つ
でて
あは
つ最
ても

耳ミ

号室

る
に
F
司

a
Z号
と

rpZ
謡
、
。
持
と
の
排
除
に
ょ
っ

τ勢
働
者

白
羽
O
円

r
E邑
を
期
待
し
得
る
黙
に
、
換
言
す
れ
ば
「
労
働
が

柴
に
な
る
や
う
白
山
刀
法
が
案
出
せ
ら
れ
る
主
共
は
同
時
に
生
産

費
を
も
引
下
げ
る
」
そ
う
一
耳
ム
仕
組
の
裡
に
、
フ
才

1
ド
シ
ス

テ
ム
の
吋
m
n
r
E
R
F
0
4
E
E
Z
D骨
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
o

而

し
て
フ
ォ
ー
ド
に
ほ
れ
ば
此
過
勢
の
問
題
は
「
丸
o
v
mま
で
勢

g
 

貨
の
問
題
で
あ
る
」
と
云
は
れ
る
。
で
次
に
そ
の
勢
貨
の
問
題

が
フ
ォ
ー
ド
制
及
テ
イ
ラ
ー
制
の
下
で
は
如
何
に
取
扱
は
れ
て

居
る
か

E
見
る
と
と
与
す
る
。

持
貨
に
及
ぼ
す
影
響

テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
及
ヌ
オ
1

ド
シ
ス
テ
ム
は
、
之
を
完
全
に
行
ム
た
め
の
方
策
と
し

τ何
れ

も
特
有
の
肱
百
貨
制
度
を
有
し
て
居
る
。

第
二
十
六
巻

五

-
第
三
親

l'司

Taylor， Principles. p. 39 
Ford. Today and Tomorow p. 150 
Ford， My Lire and ¥Vork p. T 10 
Ford. ibid， p. 115 
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ト
fC 才
行 7
Il ，. 
:n制
ると
も テ
のイ

li " 
ffig.O ム
骨(0

主。
，，*-0 
g掲

の
持
賃
11i1l 

雑

録

主

云
ふ
べ
き
も
心
で
あ
る
。
印
ち
テ
イ
ラ
ー
の

ωn】
何
ロ

E
P
η

E
S
P向
8
0
E
は
一
名

5
2
2
2
2
と
も
呼
ば
れ
、

定
時
間
内
白
生
産
向
が
所
詞
科
閥
単
的
研
究
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ

た
槙
州
中
的
生
産
高

E
趨
ゆ
る
と
き
は
、
普
通
貨
銭
の
上
に
克
に

σoEω

を
胞
内
へ
る
と
一
耳
ム
仕
純
で
あ
る
の
か
ミ
る
捗
貨
は
宮
井

言
脅
し
乙
呼
ば
れ
、
短
時
闘
に
多
量
の
生
産
を
行
は
し
む
る
た

め
従
来

ω』

E
R。
高
官
に

E
E
O

の
考
慮
を
加
へ
た
も
白
で
あ

る
が
、
特
民
一
T
イ
ラ
ー
が
探
刑
す
る
向
田
『

ω
豆
冊
目
は
、
そ
白

色
『
胃
Z
Z
H
恒

5
8
2
h
m
ω
3
5自
-
な
る
別
名

ιよ
っ
て
も
知
ら

一
定
時
間
内
の
生
産
高
が
傑
準
高
骨
上
下
す
る
に

れ
る
如
く
、

従
っ
て
厳
格
な
る
賞
詞
的
意
味
を
含
ん
だ
差
別
的
貿
率
を
課

し
‘
労
働
者
1

共
能
率
ほ
肱
じ
て
甚
だ
し
き
発
別
待
遇
を
受
け

る
白
が
共
特
徴
で
あ
る
知

rJ争ぷ

に
賂
じ
て
定
ま
る
己
主
は
テ
イ
ラ
ー
の
場
合
と
同
様
で
あ
る

が
、
そ
の
最
も
著
る
し
い
特
徴
は
、
何
よ
り
も
先
づ
出
来
る
丈

。
。
。

之
に
封
し
て
フ
ォ
ー
ド
制
の
下
に
行
は
れ
る
も
り
は
奉
仕
主

ず
の
努
賃
制
と
も
一
千
主
〈
、
勢
貨
の
上
下
が
勢
働
者
の
能
率

第
二
十
六
魯

第

脱

豆r

p~ 

~q 

勢
賃
ケ
十
回
問
め
る
己
と
に
経
営
者
が
労
力
す
る
黙
に
存
す
る
。
之

を
フ
ォ
ー
ド
工
場
の
例
に
於
て
見
る
に
、

同
工
場
で
働
く
者
は

そ
の
何
人
た
る
を
問
は
や
先
づ
生
活
の
安
U
伊
保
障
す
る
に
充

分
な
る
最
低
賃
銀
が
興
へ
ら
れ
、
史
民
共
枇
低
賃
銀
自
慌
が
、

五
弗
か
ら
六
弗
、
九
時
間
接
働
か
ら
八
時
同
捗
倒
、
一
週
六
日

持
働
か
ら
五
日
労
働
へ
・
と
云
ふ
が
如
く
、
絶
え
や
高
め
ら
れ
て

居
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ド
が
か
¥
の
如
〈
捗
賃
引
上
に
努
め

る
の
は
仰
の
場
働
階
級
に
射
す
る
厚
窓
の
外
に
向
.
第
一
、
高

い
肺
野
貨
は
第
働
者
の
過
叫
習
を
防
ぎ
且
仕
事
に
封
す
る
熱
心
主
哨

ても賃 jJll
、Z勾悼と 』土 '1dケ

斯 ら 2lF し
様 す富む
』亡、なる

し"ると
て云 腕 と
テム買に
イ 二プj よ
ラっさり
l のな能
で経つ率
は消てを
先 的直楠
ワ王fH 接jjf;
能 [11 tlll す
率由、接る
を存 に
上す企 U~
げる業こ
さぴ》 σ〉、

せで童書高
てあ柴い
待つ'<: 9手

忙
勢
貨
を
上
げ
る
に
鈎
し
、
フ
ォ
ー
ド
で
は
先
づ
努
賃
主
上
げ

て
能
率
を
上
げ
さ
せ
ゃ
う
と
云
ム

ω
で
あ
る
。

之
主
要
す
る
に
封
労
働
関
係
に
於
て
は
、
テ
イ
ラ
ー
が
機
械

で
な
い
人
聞
を
機
械
化
せ
ん
主
て
枇
舎
の
非
難
主
賀
行
よ
白

困
難
と
を
菟
れ
得
な
い
に
反
し
、

フ
ォ
ー
ド
は
機
械
に
よ
っ
て

Pigue. Economics of Welfare， 2nd ed. pp. 456-7 
拙稿、フォードの害事質論、(本誌tj;;ニ+玉巷第二続)事伊

23) 
出)
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人
間
の
機
械
化
を
救
ひ
、

Ic: 

叉
商
債
な
勢

要
は
筒テ
J易 イ
なラ
塁手 l 
働の
を難
以髄
てを
よ・越
?・〈
Ji る

尚主
な共

労
働
止
な
す
己
主
に
努
力
し
て
照
る
と
云
ふ
と
と
が
川
来
る
。

社
曾
に
夜
ぼ
す
即
時
響

上
に
述
べ
た
る
如
〈
テ
イ

G 
ラ
1
制
及
フ
ォ
ー
ド
制
は
、
能
率
を
増
加
し

コ
ス
ト
を
低
下

し
て
産
業
非
K
鈎
す
る
偉
大
た
る
貢
献
を
た
す
も
の
で
あ
る

が
、
共
牛
田
に
考
慮
す
べ
き
枇
曾
問
題
在
学
ん
で
居
る
己
主
も

見
逃
せ
た
い
。

卸
ち
先
づ
勢
働
能
率
の
増
進
に
よ
っ
て
、
従
来
よ
り
少
数
の

勢
働
者
に
よ
っ
て
同
一
量
の
生
産
が
・
注
さ
れ
る
と
と
誌
な
り
、

之
が
震
に
失
業
者
世
生
じ
勢
働
市
場
を
盤
迫
ず
る
憎
が
あ
る
。

の
み
な
ら
中
努
倒
は
標
準
化
機
械
化
の
結
果
品
質
的
に
も
不
熱

練
捗
働
を
以
て
足
り
る
己
と
‘
?
な
り
、
持
働
者
の
履
傭
或
は
持

働
争
識
の
場
合
に
於
け
る
資
本
家
の
立
場
を
有
利
広
ら
し
め

る
。
そ
の
結
果
、
勢
働
者
は
従
前
と
同
一
或
は
共
以
下
の
勢
貨

で
労
働

E
徐
俄
な
く
さ
れ
る
に
釘
し
、
資
本
家
は
生
斉
費
引
下

に
よ
る
齢
剰
を
獅
占
す
る
傾
向
が
生
じ
、
現
に
ホ
ク
シ
1
委
員

合
に
よ
る
米
閣
の
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
賓
地
調
査
の
報
告
に

締

録

フオ
E

ド
制
と
ZT
イ
ラ
3
制

ifν 

も
-
か
h
る
弊
害
の
事
宜
で
あ
る
と
ー
と
が
見
え
て
屑
弘
か
く

て
此
等
の
制
度
は
一
位
曾
主
義
者
に
よ
っ
て
搾
取
増
進
の
叫
妙
在

る
方
策
・
と
凡
ら
れ
、
例
へ
ば
レ

l
ニ
ン
は
詐
て
テ
イ
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
主
計
し
て
「
資
本
家
的
搾
取
の
惨
酷
性

E
粉
飾
し
、
之
に

幾
つ
か
の
近
代
の
貴
重
た
る
科
接
的
殻
比
を
結
び
付
け
た
も

の
〕
と
な
し
、
又
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
フ
ォ
ー
ド
批
判

を
試
み
た
ワ
ル
ハ

l
は
共
結
論
に
於
て
「
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
無
産
者
の
搾
取
は
径
k

深
刻
主
加
へ
:
之
が
解
決
は

迭
に
無
産
者
革
命
に
よ
る
の
外
な
き
に
至
る
べ
く
一
:
フ
ォ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
を
其
弊
普
か
ら
兎
れ
て
完
全
に
行
ひ
得
渇
図
は
世
界

に
ソ
ピ
エ
ツ
ト
ロ
シ
ア
あ
る
の
み
」
と
越
ベ
て
叩
摘
も

之
に
封

L
此
等
の
制
度
の
擁
護
者
は
答
へ
る
「
共
は
制
度
の

陥
り
易
い
弊
害
に
過
ぎ
肉
、
制
度
の
本
質
で
は
吐
い
」
例
へ
ば

テ
イ
ラ
ー
は
彼
の

E
P
Eロ』
VVE--
の
第
一
頁
に
叫
経
倍
の
第
一

小
目
的
が
勢
資
双
方
の
最
犬
繁
柴
山
確
保
に
あ
る
こ
と
を
立
言

し

τ、
能
率
榊
匙
は
此
目
的
影
建
す
る
手
段
た
る
と
と
を
明
ら

か
に
し
、

ω
n
E
r
r
gロ
品
目

2"
に
し
て

Zr
電
器
・
と

-
O
喝
訂
『
O円

E
民
と
の
嗣
立
を
朋
し
得
ざ
る
も
の
は
、
共
外
形

の
み
を
息
ん
で
精
脚
を
忘
れ
た
も
心
で
あ
る
主
辿
ベ
て
州
争
、

第
二
十
六
巻

五

五

第

焼

四

Hoxie， Scienlific Managemcnt and Labol'， '9' 5 
Lenin， The Soviets at Work. Ralld School 5 ed. p. 25 

¥Valcher， vord oder l¥Tal'x. '9JS S. 146-157 
Tylor， Principles. p. 9 
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雑

録

普
鵠
踊
・
と
脅
品
購
枕
盆
腸

フ

T
ド
も
亦

Z
E自
の
目
標
が

Z
2
4在
日
。
;
目
白
百
四

百
自
主
一
あ
っ
て
、
所
嗣
ア
オ
1
ド
シ
ス
テ
ム
は
枇
品
開
講
仕
。

手
段
、
司
O
同
品
目
出
自
の
具
醐
閥
的
表
現
で
あ
る
と
主
張
し
て
射

る
o

換
冒
す
れ
ば
、
資
本
山
誕
が
此
等
の
新
方
策
に
よ
る
利
益
を

漏
出
す
る
E
v
-
-な
く
、
之
を
労
賃
引
上
倒
栴
引
下
等
の
形
に
於

て
努
働
者
及
一
般
枇
曾
に
分
配
す
る
在
れ
ば
、
購
買
力
が
増
し

誠
要
が
増
加
す
る
敢
に
努
働
の
需
嬰
は
減
越
せ
中
、
資
本
家
も

亦
之
に
よ
っ
て
搾
取
の
非
難
・
な
し
に
繁
柴
し
得
る
と
云
ム
の
で

あ
っ
て
、
特
に
持
貨
を
以
て
購
買
切
の
主
要
な
る
源
泉
主
見
た

と
主
は
フ
ォ
ー
ド
の
建
凡
で
あ
る
叫

四

結

諭

以
上
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
及
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
技
術
的

経
済
的
の
緒
方
而
よ
り
比
較
考
察
し
、
時
々
岡
者
の
特
M
H
E
明

ら
か
に
し
た
。
要
す
る
に
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
テ
イ
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
の
叶

R
E一目
Z
4耳目
E
沖
主
椴
放
し
・
廿
門
雑
酔
問
を
除
去

す
る
占
共
に
更
に
之
主
砲
町
民
完
成
せ
し
め
た
も
の
と
見
る
と
と

が
山
市
端
、
「
技
術
の
合
瑚
化
」
在
「
生
活
の
合
川
化
」
止
は
フ
ォ
ー

ド
に
於
て
極
め
て
乎
際
よ
く
結
合
せ
ら
れ
、
今
日
の
枇
骨
問
題

に
封
し
て
注
立
す
べ
き
一
解
決
策
を
提
供
し
て
居
る
。
雪
・
ユ
ム
)


